
別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

3
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営
等措置

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

2,922,700

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置

高度救命処置資器材一式購
入事業

有田川町 4,400,000 4,400,000 11,822,800

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置

蓬莱グラウンド雨水貯水施設
整備事業

新宮市 2,922,700 2,922,700

なかつ保育所空調設備改修
工事

日高川町 6,166,000 6,166,000 9,350,000

2,860,000

5
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置
小学校エアコン設備整備事業 古座川町 1,400,000 1,400,000 2,042,844

4
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置
消防指揮車購入事業 古座川町 2,860,000 2,860,000

6,358,0006
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置
保育所遊具購入事業 北山村 6,358,000 6,358,000



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 式 1

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

蓬莱グラウンド雨水貯水施設整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 新宮市

交付金事業実施場所

式 1

新宮市徐福

平成29年の台風第21号による甚大な水害を受け、国・県・市による「市田川大規模内水対策部
会」が平成30年に設置されました。雨水貯留施設整備事業については、同部会による市田川流域
大規模浸水対策計画の長期計画に位置付けられている浸水対策です。大雨時に雨水を一時的に貯
留する雨水貯留施設を整備することは、浸水被害の軽減が図られ、市民の安心・安全の確保に繋
がります。令和４年度は蓬莱グラウンド内の雨水貯留施設整備に伴う測量・設計業務を実施しま
す。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

【市田川流域大規模浸水対策計画】Ｈ31.3.25
⑦流域対策(市田川流域）長期計画〈国土交通省・和歌山県・新宮市〉
　浸水被害の解消に向けて、河川整備や都市下水路整備等に加え、各流域の流出抑制に向けた保水
機能・遊水機能を確保する対策等あらゆる手段を検討し、整備を行う。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度令和４年度

浸水被害の軽減を図
り、市民の安心・安全を
確保する

雨水貯留施設整備測
量設計図面の作成

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に実施

周辺への雨水流出を抑制することで、浸水被害の軽減を図る。
令和4年度は、雨水貯留施設整備工事に伴う測量設計を実施した。令和5年度に工事予定。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

蓬莱グラウンド雨水貯留施設整備測量設計図
面

活動実績 式 1

活動見込 1

交付金事業の総事業費等 令和4年度 年度 年度 備考

総事業費 2,922,700

交付金充当額 2,922,700

交付金事業の担当課室 都市建設課

交付金事業の評価課室 企画調整課

計 2,922,700

2,922,700

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

蓬莱グラウンド雨水貯留施設整備
工事に伴う測量業務

指名競争入札
勝山測量設計事務所
代表者　勝山　博幸

556,600

蓬莱グラウンド雨水貯留施設整備
工事に伴う設計業務

指名競争入札
有限会社　吉野測量設計事務所
代表取締役　山本　英二

2,366,100



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 回 1

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

高度救命処置機材一式購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 有田川町

交付金事業実施場所

% 100

有田川町大字庄

救急車両については、走行距離及び稼働年数に基づき計画的に更新しております。本事業につい
ては、令和4年度に更新する計画の救急車両に搭載する資器材一式の購入となっております。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

第２次有田川町長期総合計画（2017～2026）
基本目標3：自然と共生し、快適に暮らせる生活基盤の整備
政策7：安全・安心な暮らしを保障する体制の整備
施策19：消防救急体制の整備
基本事業1：消防体制の強化
・多様化する災害に対応するため、消防職員の一層の技術の向上に努めるとともに、車両、資器材等の
充実強化に努めます。

事業開始年度 令和4年度 事業終了年度 令和4年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 令和4年度

消防設備点検におい
て、正常な動作が確認
できること

正常な動作回数÷点
検回数

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

本交付金を活用することにより、令和4年度に更新を計画していた救急車両に搭載する高度救命処置資
器材一式を整備することができ、救急体制の強化・装備の充実を図ることができた。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和4年度

達成度 % 100

自動胸骨圧迫器（心臓マッサージ）、監視モニ
ター、電動吸引器、救急搬送用人工呼吸器ほ
か購入

活動実績 式 1

活動見込 1

交付金事業の総事業費等 令和4年度 年度 年度 備考

総事業費 0 011,822,800

交付金充当額 4,400,000

交付金事業の担当課室 有田川町企画調整課

交付金事業の評価課室 有田川町企画調整課

計 11,822,800

4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

高度救命処置機材一式購入事業 指名競争入札 日本船舶薬品株式会社 11,822,800



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 式 1

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

なかつ保育所空調設備改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 日高川町

交付金事業実施場所

式 1

日高川町大字高津尾地内

空調設備改修工事　なかつ保育所(３歳児～５歳児保育室、調理場、ランチルーム)の空調設備改
修を行う（管工事）
なかつ保育所の空調設備は、平成１３年の保育所建築時に設置されたものであり、経年劣化によ
り故障が多く修理部品がない状態になっており、子ども達の体調管理の面から改修を行います。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　第２次日高川町長期総合計画（前期基本計画：平成30年度～令和4年度）
　　第４章　だれもが元気になる健康福祉のまち
　　　３．子育て支援の充実
　　　≪主要施策≫
　　（５）仕事と子育てを両立させる社会づくり
　　　多様化する保育ニーズに対応した保育内容・サービスの充実、そのための保育士の確保及び
　　　資質の向上に取り組み、保育所の充実を図るとともに、放課後児童クラブ（学童クラブ）の充実
　　　を図ります。
目標：
　空調設備の改修を行い保育環境を改善する事により、子ども達や現場で働く保育士の体調面からも保
育が行いやすい環境とし保育所の充実を図ります。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度令和4年度

保育環境の向上 －

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

本交付金の活用により、空調設備の改修をすることで保育環境が向上し、子ども達が快適な中で生き生き
と元気な活動が行えます。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100

室内機・・ビル用マルチヒートポンプエアコン＝6
台
室外機・・ビル用マルチヒートポンプエアコン＝2
台

活動実績 式 1

活動見込 1

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

総事業費 0 09,350,000

交付金充当額 6,166,000

交付金事業の担当課室 住民課

交付金事業の評価課室 住民課

計 9,350,000

6,166,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

空調設備改修工事 指名競争入札 硲野電機サービス 9,350,000



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 1

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

消防指揮車購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 古座川町

交付金事業実施場所

件 1

古座川町高池地内

現在使用している消防指揮車が老朽化しており、引き続き消防体制強化のため、消防指揮車を
購入しました。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

古座川町第5次長期総合計画（2020-2024）

　基本目標Ⅲ 住みたい、住み続けたい生活環境
　　⑤消防・防災・救急体制の充実
　　【施策】消防施設の整備充実
　　【目標】設備の老朽化や能力不足等を補い、防火水槽・消火栓・消防水利・消防ポンプ車をはじめとす
る各種消防施設の整備を進める。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和４年度

緊急時等迅速な対応
を可能とし、安全・安心
な体制を構築する

ガソリン車両(消防指揮
車両)1台の購入

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に実施

-

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



うち文部科学省分

うち経済産業省分

台

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ４年度

達成度 % 100

ガソリン車両(消防指揮車)1台の購入

活動実績 台 1

活動見込 1

交付金事業の総事業費等 令和4年度 年度 年度 備考

総事業費 0 02,860,000

交付金充当額 2,860,000

交付金事業の担当課室 古座川町総務課

交付金事業の評価課室 古座川町総務課

計 2,860,000

2,860,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消防指揮車購入 指名競争入札 池田モータース 2,860,000



Ⅱ．事業評価個表

100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

-

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

古座川町第5次長期総合計画（2020-2024）

　基本目標Ⅱ 未来と過去を繋ぐ教育
　　①就学前・学校教育の充実
　　【施策】学校教育施設及び設備の整備・充実
　　【目標】学校教育施設・設備の整備・維持を図る

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和４年度

熱中症の発症を抑制
し、安全・安心な教育
体制を構築する

エアコン２台の購入（新
規購入、入替各１台）

成果実績 件 1

目標値 件 1

達成度 %

5
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

小学校エアコン設備整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 古座川町

交付金事業実施場所 古座川町高池　ほか１か所

交付金事業の概要

古座川町内小学校うち２校のエアコン１台の入替、１台の新規購入を行いました。
学校の空調設備については計画的に普通教室等に整備を行ってきましたが、夏期の気温上昇に
より家庭課室などの特別教室等においても熱中症が危惧されており、空調設備整備を行いまし
た。

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 2,042,844

交付金事業の担当課室 古座川町教育委員会

交付金事業の評価課室 古座川町役場総務課

1,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

エアコン２台の購入（新規購入、入
替各１台）

指名競争入札 酒本電気株式会社 2,042,844

交付金充当額 1,400,000

総事業費 2,042,844 0 0

達成度 % 100

交付金事業の総事業費等 令和4年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和４年度

エアコン２台の購入（新規購入、入替各１台）

活動実績 台 1

活動見込 台 1



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 1

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

保育所遊具購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 北山村

交付金事業実施場所

件 1

北山村大沼

令和４年度に北山保育所の既存遊具の劣化のため、遊具更新工事を行う。
（総合遊具・ブランコ・鉄棒）

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

関連する計画
北山村過疎地域持続的発展計画
７　子育て環境の確保・高齢者等の保健及び福祉の向上・増進
（２）その対策
ア　児童福祉・子育て環境
子どもたちが成長とともに豊かな心と体を育んでいくために、
保育教育等の様々な分野が連携し、発達段階に応じた学習機会や
体験学習・情報提供を行うことにより、総合的な生きる力を育成するための教育環境の整備を推進する。

事業計画　保育所施設の改修

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和４年度

木製遊具設置後、２０年
以上経過し劣化している
ため、新しい遊具を設置
して、保育環境を整える。

注文から購入に期間が係るため令和４年度２月末までに事業を完了し、評価を３月とするため。

本交付金の活用により、遊具更新することで保育環境が向上し、子ども達が快適な中で生き生きと元気
な活動が行えます。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

件

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

・総合遊具１基・ポールブランコ（安全柵含む）１
台・鉄棒１台　・全遊具にセーフティスペース（落
下対策）

活動実績 件 1

活動見込 1

交付金充当額 6,358,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

総事業費 0 06,358,000

交付金事業の担当課室 住民福祉課

交付金事業の評価課室 住民福祉課

計 6,358,000

6,358,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

備品購入 一般競争入札 株式会社ジャクエツ和歌山店 6,358,000



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

1,771,000

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営
等措置

広井原三ツ又線道路局部改
良工事

田辺市 7,780,000 7,780,000 18,254,500

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営
等措置

世界遺産熊野本宮館改修工
事

田辺市 1,000,000 1,000,000



Ⅱ．事業評価個表

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

達成度 %

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府県又
は市町村の主要政策・施策とその目
標

第２次田辺市総合計画
政策：第２章「活力」
施策：５．観光
単位施策：（１）観光
現状と課題：「熊野」や「紀伊半島」が国内外からの高い評価や注目を集め、今後も観光客の増加が予想される中、観光を取り
巻く環境の変化や新しい旅のスタイルなどの多様化するニーズに応じた観光施設の機能の充実やおもてなし力の向上がより
一層求められています。
施策の展開：来訪者が安心かつ安全に利用でき、また満足感が得られるような施設運営に努めるとともに、再び訪れたいと感
じてもらえるよう、施設機能の充実等に取り組みます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果実
績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和４年度

景観維持と来訪者の安全確
保による熊野本宮館の魅力
向上

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施することにしました。

施設を改修することで、景観の維持及び来訪者の安全が確保され、熊野本宮館の魅力が向上しました。

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

世界遺産熊野本宮館改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所

件

田辺市本宮町本宮

観光情報等を発信する拠点施設である世界遺産熊野本宮館について、平成23年の紀伊半島大水害での浸水などか
ら、施設外部の木造箇所にカビの発生と塗装の剥離が生じており、北棟南面及び南棟北面エントランス上部のカビ
除去及び塗装改修工事を行うことで、施設の長寿命化及び拠点施設としての機能維持を図りました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分 1,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

改修工事 指名競争入札 有限会社新光社 1,771,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

総事業費 0 01,771,000

交付金充当額 1,000,000

交付金事業の活動指標及び活動実
績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100.0

北棟南面及び南棟北面エントランス上部のカビ除去及び
塗装改修

活動実績 式 1

活動見込 1式

交付金事業の担当課室 世界遺産熊野本宮館

交付金事業の評価課室 企画部企画広報課

計 1,771,000



Ⅱ．事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

広井原三ツ又線道路局部改良工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 田辺市

交付金事業実施場所 田辺市龍神村三ツ又

交付金事業の概要

住民には欠かすことができない生活道路である市道広井原三ツ又線の法面保護工事を行うことで、台風等の大雨に
伴う土砂崩れなどの危険を軽減し、地域住民をはじめとする通行者の安全を確保しました。

現場吹付法枠工　 Ｌ=8.6ｍ　Ｗ=6.7～7.6ｍ

交付金事業に関係する都道府県又
は市町村の主要政策・施策とその目
標

政策：第６章「快適」
施策：１．生活基盤
単位施策：（１）道路網
現状と課題：市道については、令和２年３月末現在で3,057路線、総延長1,375㎞となっています。道路の整備水準を示す改良
率は43.46％で、今後も計画的な整備が必要であるとともに、老朽化している橋梁等の長寿命化対策が大きな課題となってい
ます。
施策の展開：生活道路の・利便性、安全性を確保するため、道路の局部改良や舗装、維持など効率的・効果的な整備を進め
ます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果実
績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和４年度

地域住民等の道路通行時
の安全確保

成果実績 件

目標値 件

達成度 %

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施することにしました。

交付金事業の定性的な成果及び評価

道路を改良することで、地域住民をはじめとする通行者の安全が確保されました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の活動指標及び活動実
績

活動指標 単位 令和４年度

現場吹付法枠工　 Ｌ=8.6ｍ　Ｗ=6.7～7.6ｍ

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度 % 100.0

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

総事業費 18,254,500 0 0

交付金充当額 7,780,000

計 18,254,500

交付金事業の担当課室 建設部土木課

交付金事業の評価課室 企画部企画広報課

7,780,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

改良工事 一般競争入札 山本組 18,254,500



別紙

Ⅰ．事業評価総括表 

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接交

付金事業者名
交付金事業に要した

経費
交付金充当額 備 考

2,178,000

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置

町道市江線落石防護柵設置
工事

白浜町 2,500,000 2,500,000 2,730,200

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営

等措置

安宅住民交流センター整備工
事

白浜町 1,900,000 1,900,000



Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 件 1

目標値

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

安宅住民交流センター整備工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白浜町

交付金事業実施場所

件 1

白浜町安宅

安宅住民交流センターは、台風接近時や地震等を含めた町の開設する避難場所として使用してい
るが、十分な駐車スペースが確保できないため、ブロック塀の撤去や電柱移設、掲示板等移設な
どを行い、駐車スペースの確保や出入りがスムーズに行えるよう整備する。

達成度 % 100

評価年度の設定理由

交付金事業の概要

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第２次白浜町長期総合計画（平成３０年～令和９年度）
防災・消防対策の推進（防災体制の強化）
地域の避難所の改修等を行い、被害を最小限に止めるための基盤整備を図ります。

目標：地域の避難所等の適正な維持・管理を行い、防災体制の強化を図るとともに、避難者および高齢
者・子ども・災害時要配慮者対策の充実に努めます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和4年度

地域の避難所としての
役割を持つ施設を整
備することで、防災拠
点の充実を図る。

施設敷地内を整備する
ことで、駐車スペースが
増加し、出入りしやすく
なる。

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

本交付金を活用し、施設敷地を整備することで、出入りや移動が安全に行えるようになり、駐車できる台
数が増加しました。



うち文部科学省分

うち経済産業省分

式

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ４年度

達成度 % 100

標識等移設工　4基　　照明柱移設工　1基
円型水路設置工6ｍ　止めｺﾝｸﾘｰﾄ工0.8ｍ3
ﾀｲﾙ復旧工　3m2　　路盤工　78m2
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工　78m2

活動実績 式 1

活動見込 1

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

総事業費 0 02,178,000

交付金充当額 1,900,000

交付金事業の担当課室 日置川事務所住民福祉係

交付金事業の評価課室 日置川事務所住民福祉係

計 2,178,000

1,900,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

住民交流センター整備工事 指名競争入札 日昭建設 2,178,000



Ⅱ．事業評価個表

100

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

落石防護柵がなく町道への落石が発生していた箇所に柵を設置できたことにより、落石を防止でき安全
に通行できるようになりました。

交付金事業に関係する都道府
県又は市町村の主要政策・施
策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第２次白浜町長期総合計画（平成３０年～令和９年度）
交通安全・防犯等の推進（交通安全施設の充実）
交通安全施設の、整備を計画的に行い、安全で住みよい環境づくりを推進します。

目標：交通環境の整備・充実を行うことで、安心・安全の確保に努めます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成
果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和４年度

町道の交通環境を整
備することで、通行者
の安全確保を図る。

落石防護柵の設置によ
り町道への落石を防止
する。

成果実績 件 1

目標値 件 1

達成度 %

2
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置

町道市江線落石防護柵設置工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 白浜町

交付金事業実施場所 白浜町日置

交付金事業の概要
町道沿いの山林斜面から町道への落石が、年に何度も発生しているため、通行者と衝突する可能
性があるため、落石防護柵を設置することで事故の防止を図る。

番号 措置名 交付金事業の名称



うち文部科学省分

うち経済産業省分

計 2,730,200

交付金事業の担当課室 日置川事務所住民福祉係

交付金事業の評価課室 日置川事務所住民福祉係

2,500,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

町道市江線落石防護柵設置工事 指名競争入札 株式会社　クスモト土木 2,730,200

交付金充当額 2,500,000

総事業費 2,730,200 0 0

達成度 % 100

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び活
動実績

活動指標 単位 ４年度

落石防止柵　62ｍ
支柱柵高　1.0m　　　支柱間隔　2m

活動実績 式 1

活動見込 式 1


